
コロナ禍における食支援活動に関するアクションリサーチ

5 考察
第3回（2021年6月）開催時は社会的つながりを形成できたとは言えない。ダイレクトメッセージ

（DM）が届かなかったのは、感想や写真を運営スタッフである同年代の女子大学生に見られること、生
活感が伝わってしまうことが懸念され、送ることへのハードルが高いのではないかと考えられる。一方
で第4回（2021年11月）開催時、本学学生が、一部の利用者を対象に、生活状況や自炊頻度などをヒア
リングし、調理に関する相談や簡単な調理法の紹介をした。その際、料理写真をSNSのDMで送ってもら
うよう依頼した結果、利用者1名からDMをもらい、相互でやりとりができた。また、寄付をしてくれた
市民の中には外出が得意ではなかったが本活動が外に出るきっかけになり、学生のための行動をしたと
いう方がいた。このような結果よりフードパントリーの活動が、利用者だけでなく支援者においても、
社会的つながりを感じるきっかけになったことが示唆される。今後は、活動の認知の幅を広げ寄付を増
やすことや、利用者からもっと多くのフィードバックをもらい、より学生の生活に寄り添い、ニーズに
応えることが必要であろう。

1 背景
新型コロナウイルス感染症流行下の2020年7月、東京都調布市で市民や大学教員

らが「学生応援フードパントリー調布」という食支援活動の実行委員会を立ち上げ
た（表1）。大学を限定せず調布市に関わる学生を対象に無料で食料を配布するこ
と、食生活や栄養面でのサポートの他に、利用者が“社会的なつながり”を感じられ
るあたたかい場所を提供することが本活動の最大の特徴である。
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表2 学生応援フードパントリー調布の運営体制

運営主体 地域住民、大学教員による実行委員会

活動テーマ
調布市に関わる学生を対象に、コロナ禍においての食支
援や社会的つながりの形成

実行委員会総数 ９名

内訳 調布市内大学教員 １名

市民ボランティア １名

調布市社会福祉協議会職員 ３名

昭和女子大学栄養系教員 １名

昭和女子大学健康デザイン学科学生 ３名

運営資金 開設時 地域住民からの寄付

現在 地域住民からの寄付

配布内容 第1回 フードバンク調布への寄付食品と日用品

第2回 栄養学生が考案した食材キット、寄付食材、日用品

第3回 栄養学生が考案した食材キット、寄付食材、日用品

第4回 栄養学生が考案した食材キット、寄付食材、日用品

配布食材の基準 エネルギー、PFC比、予算を考案

※2021年11月末時点

表3 配布食材
第1回 対象人数 約８０名

2020年
10月14日

配布食材
フードバンク調布で
集めた寄付食品

第2回 対象人数 ５０名

2021年
2月6日

食数 ３日分（９食）
一人あたりの予算 ４０００円

配布食材 栄養学生が考案
第3回 対象人数 ７０名

2021年
6月19日

食数 ２日分（６食）
一人あたりの予算 ３０００円

配布食材 栄養学生が考案
第4回 対象人数 ７０名

2021年
11月27日

食数 ２日分（６食）
一人あたりの予算 ３０００円

配布食材 栄養学生が考案

表4 栄養学生が考案した食材キット
予算を考慮しつつ、食事摂取基準を参考に各食のレ
シピを考え、それに合わせて食材を発注した。

配布食材の基準
エネルギー値 1日合計 2000kcal前後

朝食 500kcal
昼食 700~800kcal
夕食 700~800kcal

PFC比 Protain(たんぱく質) １３〜２０％
Fat(脂質) ２０〜３０％

Carbon(炭水化物) ５０〜６５％

3 方法
・研究デザイン：アクションリサーチ
・活用データ：実行委員会代表の大学教員1名へのヒアリング調査内容

フィールドノート、活動時の画像記録
実行委員会6名を対象としたアンケート結果

・支援対象：調布市に在住の大学生・専門学生または調布市に所在地のある大学・
専門学校に通う学生

・つながり形成の取組：2020年12月（第2回）に公式Twitter、2021年1月に公式
Instagramを立ち上げ、イベント開催の周知や配布食材で作れるレシピ紹介を投稿。
第3回、第4回開催時にも同様にS N Sを活用した。第4回開催時には、S N Sの活用
だけでなく栄養学生がレシピ紹介をする場を設け、利用者と直接話す機会を作った。

表1 立ち上げまでの活動記録

2020年2月

新型コロナウイルス蔓延のため、調布市子ども食堂ネット
ワーク有志が食支援の形態を子ども食堂からフードパント
リーへと移行した。段ボールに食品を詰めて配送する“宅
食”にも対応。

2020年7月10日
近隣である東京外国語大学執行部が東京外国語大学生限定
でフードパントリーを実施した。

2020年7月

調布市民が東京外国語大学でのフードパントリーを知り、
調布でも学生のための食支援の活動を始めたいと調布市社
会福祉協議会に相談した。調布市子ども食堂ネットワーク
に参加していた住民らに声をかけた。

2020年8月28日
会議1：学生応援フードパントリー調布実行委員会発足
調布市社会福祉協議会にて初の顔合わせを行なった。

2020年9月2日 会議2：開催日時、場所など決定

2020年9月8日 会議3：配布食材などを決定

2020年9月10日 周知開始

2020年10月13日 前日準備

2020年10月14日 第1回学生応援フードパントリー調布開催

6 結論

「学生応援フードパントリー調布」におい
て、実行委員会に参画し、アクションリ
サーチに基づき、立ち上げから第4回開催ま
でのプロセスをまとめた。
栄養学生の参画による栄養バランスに配

慮した食材および情報提供はできたものの、
利用者の社会的つながりの創出は不十分で
あった。今後の活動において、社会的つな
がりの創出に重点を置いた取組みが必要と
考える。

2 目的
「学生応援フードパントリー調布」の活動プロセスを記述し、利用者との社会的つ
ながりを形成するための取り組みや、その効果の検討についてまとめることを本ア
クションリサーチの目的とする。

4 結果
・2022年2月現在、4回のフードパントリーを開催した。運営体制を表2に示す。
・配布食材は、本学学生が栄養バランスに配慮し、考案した2-3日分の各食事の献
立に基づき、食材を選定し、食材とあわせて手作りのレシピやリーフレットを提供
した（表3・4、図1） 。また、レシピ等の情報を、SNSを通じて発信した。(図2)
・2021年6月（第3回）開催後にInstagramへのダイレクトメッセージはなかった。
・2021年11月（第4回）開催時、利用者の声を直接聞くためレシピ紹介を行い、利
用者70名のうち、20名の学生と話すことができた。その際、以前利用した時に食材
キットに入っていた食品を気に入り今でも買っているという意見や、一人暮らしで
あまり多くの野菜を使えず、使いかけの野菜を腐らせてしまうのはどうしたらいい
か？という質問があった。
・2021年11月・12月（第4回開催後）直接話した利用者1名から、実際にレシピを
作った写真が2件届いた。 周知に関して、活動当初は大学教員の授業や顧問を務め
る部活動での呼びかけ程度だったが、次第に電気通信大学の学内メールや他大学に
まで周知できるようになった。

図2 学生応援フードパントリー調布公式
Instagram

図1 第4回開催時(2021年11月)に配布したレシピ集


